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特別会計 24億6，249万7~一般会計87億9，400万円
昭
和
幻
年
度
の
市
政
の
方
向
を
き
め

る
3
月
定
例
市
議
会
が
3
月
4
日
か
ら

日
日
間
の
日
程
で
聞
か
れ
、
日
年
度
市

の
予
算
や
各
種
条
例
の
改
正
な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た。

予
算
及
び
事告木
な
ど
の

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費
市
制
初
周
年
記
念
事
業
の

経
費
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
、
事
故

防
止
の
た
め
の
交
通
安
全
施
設
整
備
費
、

国
鉄
駅
前
駐
車
場
機
器
取
替
工
事
費
、

新
川
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
。

民
生
費

身
障
者
の
た
め
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
の
助
成
、
灯
油
の
配
付
、
目
の

不
自
由
な
方
の
信
号
機
設
置
事
業
、
心

身
障
害
者
年
金
、
心
身
障
害
者
介
護
手

算予体全

当
、
老
人
健
康
診
査
、
老
人
居
室
整
備

資
金
の
貸
付、

施
設
入
所
者
措
置
費
、

公
費
負
担
医
療
給
付
費
、
保
育
所
等
施

設
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
母
親
ク
ラ
ブ
の
内

容
充
実
等
に
必
要
な
経
費
、
ま
た
、
今

年
も
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

一
泊
保
養
、
老
人
趣
味
教
室
、
老
人
福

祉
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
公
園
の
軽
作
業
等

の
諸
経
費
。

衛
生
費

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管

理
、
病
気
、
早
期
発
見
の
た
め
の
住
民

検
診
、
成
人
病
、
婦
人
病
等
健
康
づ
く

り
推
進
事
業
費
、
日
曜

・
祭
日
の
急
病

患
者
対
策
の
在
宅
当
番
医
制
運
営
費
、

し
尿

・
ゴ
ミ
収
集
業
務
費
な
ど
。

水道事業会計予算

勘 定 名 57年度 56年度 前年対比

収入
千円 千円 % 

462，935 390，785 118.5 
収益的収入及び支出

支出 447，212 375，067 119.2 

収入 200，700 200，000 100.4 
資本的収入及び支出

支出 243，675 234，451 103.9 

市税

3，340，000 

38.0% 民生貸

1，895，972 

21.6% 

(2) 

~三h 計 名 57年度 56年度 前年対比

市生 ~ 計
千円 千円 % 

一 8.794.000 8，407，500 104.6 

下 水 道事業 28，646 27，623 103.7 
特
簡易水道事業 12，389 11，986 103.4 

J)1j 国民健康保険事業 2，043，760 2，019，559 101.2 

~ エ 農業共済事業 154，202 146，734 105.1 

水 族館事業 223，500 191，168 116.9 
計

百十 2，462，497 2，397，070 102.7 

メ口入 言十 11，256，497 10，804，570 104.2 

使用料及び手数料 196，3162.2% 

繰越 金 134，000 1.5% 
財産収入 109，965 1.2% 
地方様与税 90，000 1.0% 

自動車取得税交付金 70，0∞0.8%
娯楽施設利用税交付金 15，0000.2% 

寄 F付金 7，711 0.1% 
交通安全対策特別交付金 4，0000.1% 

消防 費 240，8702.7% 
級 会 資 154，323 1.7% 
労働貸 128，7311.5% 
災害復旧費 128，682 1.5% 
予 備費 50，0000.6% 
篠 支 出 金 1，000 0.0% 

衛 生 費 291，0643.3% 

商工 費 290，4753.3% 
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農
林
水
産
業
費

地
域
農
業
生
産
振
の
経
営
安
定
に
必
要
な
中
小
企
業
金
融

輿
事
業
、
老
朽
た
め
池
整
備
事
業
、
団
対
策
事
業
費
、
勤
労
者
の
生
活
安
定
の

体
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
、
団
体
営
農
た
め
の
勤
労
者
融
資
対
策
事
業
費
、
商

道
整
備
事
業
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
工
団
体
育
成
事
業
費
、
高
年
齢
者
及
び

事
業
、
団
体
営
林
道
開
設
、
舗
装
事
業
、
雇
用
安
定
対
策
費
、
物
産
展
開
催
費
、

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
、
新
川
広
域
魚
津
ま
つ
り
運
営
費
、
水
族
館
等
の
観

農
道
整
備
事
業
負
担
金
、
団
体
営
ほ
場
光
施
設
宣
伝
開
発
事
業
費
な
ど
。

整
備
事
業
等
償
還
金
補
助
金
、
県
市
単

土
木
費

住
吉

・
大
光
寺
線
等
道
路

土
地
改
良
事
業
、
団
体
営
林
道
開
設
事
改
良
事
業
、
市
道
新
設
改
良
事
業
、
無

業
償
還
金
補
助
金
、
森
林
開
発
公
団
分

雪
害
街
づ
く
り
事
業
、
駅
西
地
区
土
地

収
造
林
事
業
、
経
団
漁
港
改
修
事
業
、
区
画
整
理
事
業
、
都
市
下
水
路
整
備
事

沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
等
の
経
費
、

業
、
総
合
公
園
築
造
事
業
、
早
月
川
緑

新
規
事
業
と
し
て
、
林
業
地
域
総
合
整
地
公
園
築
造
事
業
、
運
動
公
園
築
造
事

‘備
事
業
、
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
等
の
経
費
、
新
規
事
業
と
し
て
、
公

業
、
新
川
育
成
牧
場
組
合
営
住
宅
建
設
事
業
、
北
鬼
江

・
古
島
線

負

担

金

な

ど

。

道

路

改

良

事

業

費

な

ど

。

商
工
費

中
小
企
業
者

消
防
費

防
火
水
槽
設
置
事
業
費

、
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マ
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営

業

域

務

回
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田

合
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市

西

体

体

村

田

岸

通

車

田

・
路

体

朽

道

雪

業

中
一
器

中

公

林

地

義

経

北

経

総

運

都

駅

団

団

農

経

沿

交

駐

水

県

道

団

老

市

無

失

中
一
水

「
同
円
山
内
"問
問

rM同
μ一一同・
0

0・
問
問

wos-円四一
o
j
w
d
…
J
'
C
0・
己

一量

V
同
意
案
件

助

役

に

経

漂

藤

一

郎

氏

収

入

役

に

津

本

章

氏

を

選

任

マ
魚
津
市
大
海
寺
野
一

O
一
一
六
番
地
海
野
清

盛
氏
を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
せ
ん

す
る
こ
と
に
同
意
。

経津藤一郎氏

消
防
自
動
車
購
入
費
、
経
団
分
遣
所
新
↑

築
事
業
費
、
防
災
行
政
無
線
設
置
事
業

一

費
な
ど
。

F

教
育
費

住
吉
小
学
校
校
舎
改
築
事

↓

業
、
松
倉
小
学
校
校
舎
増
改
築
事
業
、

.

本
江
小
学
校
体
育
館
増
改
築
事
業
、
経

団
公
民
館
建
設
費
、
義
務
教
育
に
お
け

る
父
母
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
実
験

実
習
費
、
図
書
費
、
特
別
教
材
備
品
の

経
費
、
市
体
育
協
会
法
人
化
の
た
め
の

出
え
ん
金
な
ど
。

こ
の
た
び
、
3
月
定
例
市
議
会
に
お

い
て
、
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
理
由
は
、
諸
経
費
の
高
騰
と
建
設

改
良
事
業
の
実
施
に
よ
る
企
業
債
の
元

利
償
還
金
増
大
に
よ
る
も
の
で
、
料
金

改
定
も
や
む
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
町
年
度
4
月
分
か
ら
新
料
金
で

利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
よ
り
一
層
、
健
全
な
企
業

経
営
を
図
る
と
と
も
に
、
水
の
安
定
供

給
に
努
力
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

きっ
日川AM
 

口径別 金額<1か月につき〉 用途別 区分 水 量 料金

13mm 90 円 一般用 基本料金
10m' 540円

超過料金 1m'につき 110 
20mm 170 

業務用
基本料金 10m' 660 

25mm 170 超過料金 1 m'につき 120 
基本料金 100m' 5，500 

4αnm 320 浴場用
超過料金 1m'につき 120 

50mm 1，550 一 時 基本料金 20m' 2，200 
キ合 オt 超過料金 1 m'につき 120 

75mm 2，050 消 火 栓 1舵10分毎 550 

100mm 2，650 船舶給水 1 m' 160 

125mrn 3，350 そ σコ 他 1 mヨ 55 

(3) 
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魚
津
水
族
館
に
隣
接
し
て
、
約
三
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
H

ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・

ラ
ン
ド
H

が
完
成
。
お
と
ぎ
の
世
界
の
楽

し
い
乗
物
が
い
っ
ぱ
い
/

チ
ビ
ッ
コ
、
ヤ
ン
グ
、
パ
パ
、
マ
マ

一

緒
に
一
日
た
っ
ぷ
り
遊
べ
ま
す
。

そ
ろ

ご
家
族
お
揃
い
で
ど
う
ぞ
お
待
ち
し
ま

す
。
。
遊
具
案
内

l
ワ
ン
ダ
ー
ホ
イ
ー
ル

(大
観
覧
車
)

よ
り
高
く
、
太
陽
の
展
望
台

2
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

お
と
ぎ
の
世
界

3
チ
エ
ン
タ
ワ
ー

ス
リ
ル
が
い
っ
ぱ
い
空
中
遊
泳

4
お
と
ぎ
列
車

(
べ
ん
け
い
号
)

小
さ
な
体
で
大
き
な
力

5
サ
イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル

ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
空
中
散
歩

6
サ
イ
ク
ル
電
車

力
を
合
わ
せ
て
発
車
オ
|
ラ
イ

7
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
|

チ
ビ
ッ
コ
も
名
ド
ラ
イ
バ
ー

8
ク
ラ
シ
ッ
ク
ヒ
コ
1
キ

大
空
の
エ
ー
ス
、
ボ
ク
は
パ
イ
ロ
ッ
ト

9
子
リ
ス
の
ジ
ャ
ン
プ

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
ジ
ャ
ン
プ
が
上
手

4
月
初
日
か
ら

5
月
初
日
ま
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
く
じ
ら
シ
ョ

l

ぼ
く
の
名
前
は

「
マ
ッ
ク
ス
」

体
長
は
6
メ
ー
ト
ル
あ
る
ん
だ

ジ
ャ
ン
プ
も
で
き
る
し
、
み
ん
な
の

ほ
っ
ぺ
に
H

ち
ゅ

l
u
も
す
る
よ
/

み
ん
な
で
来
て
ね
ノ

『
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

・
ラ
ン
ド
』
へ

(盛

気

楼
)

(4) 

新
水
族
館
オ
ー
プ
ン
一
周
年
を
記
念
し
て
三
階
展
示
室

に
、
「
北
ア
ル
プ
ス
水
系
と
富
山
湾
の
海
底
パ
ノ
ラ
マ
」
を

タ
イ
ト
ル
と
し
て
、
三

0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
立
山
連
峰

と
日
本
三
大
深
湾
で
あ
る
富
山
湾
の
深
海
の
様
子
が
ひ
と

目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
珍
し
い
水

位
の
増
減
す
る
大
型
模
型
で
す
。
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帝
政
ハ
ス
教
室

マ
見
学
コ

l
ス

一
般
コ
l
ス
①
市
役
所
↓
消
防
署

↓
総
合
体
育
館
↓
魚
津
果
樹
分
場
↓
経

団
漁
港
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
天
神
山

城
跡
↓
角
川
ダ
ム
↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ

ー
↓
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
総
合
公
園

↓
市
役
所
(
座
談
会
)
解
散

一
般
コ

l
ス
②
市
役
所
↓
青
少
年

ホ
ー
ム
↓
消
防
署
↓
百
楽
荘
↓
総
合
体

育
館
↓
大
音
主
馬
の
碑
↓
角
川
ダ
ム
↓

申
込
み

5は
月
10 
日

西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
富
山
職
訓
短
大

↓
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
総
合
公
園
↓

大
町
公
民
館
↓
市
役
所
(
座
談
会
)
解
散

一
般
コ

l
ス

③

市
役
所
↓
経
団
漁

港
↓
大
沢
地
鎮
杉
↓
洗
足
学
園
短
大
↓

歴
史
民
俗
資
料
館
↓
天
神
山
城
跡
↓
魚

津
果
樹
分
場
↓
総
合
体
育
館
↓
百
楽
荘

↓
消
防
署
↓
大
町
公
民
館
↓
埋
没
林
館

↓
市
役
所
(
座
談
会
)
解
散

歴
史
遺
跡
文
化
財
A
コ
l
ス

(小
学

校
5
、
6
年
、
中
学
生
対
象
)
市
役
所

↓
埋
没
林
館
↓
万
灯
台
↓
万
葉
歌
碑
↓

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
託
法
寺
↓
早
月

上
野
遺
跡
↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
石

の
門
↓
虎
谷
金
鉱
↓
虎
谷
部
落
と
民
家

↓
角
川
ダ
ム
↓
室
田
の
三
信
徒
の
碑
↓

稗
畠
の
焦
柿
↓
坪
野
の
つ
な
ぎ
が
や
↓

石
珂
逼
跡
↓
合
口
用
水
円
筒
分
水
器
↓

上
水
道
横
枕
滅
菌
室
↓
高
円
堂
用
水
路

↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
天
神
山
城
跡
↓

(
反
省
会
)
↓
市
役
所
解
散

歴
史
遺
跡
文
化
財
B
コ
l
ス

(小
学

G翠冨盟.
ことしの一般会計予算一一2-3
ミラージュ・ランド一一一一一-4

市政パス教室一一一一一一一一5
固定資産の評価替えーーーーーーーーーーーーーー-6

こぱと児童センター完成-・・ーーーー・・フ

春の農作業安全運動~----------・・・・8
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みんなのスポーツ-----------ー・・・ーーー竹
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あなだと図書館-・・・・・・ーーーーーーーーーーーー--13

保健だより--ーーーー・・・・・----------・・・・・・14

春の防犯運動実施-ーー一一ーー・ーーー・----15

あしらせーー---------ーーーーーーーーーーー--16-17

市制30周年思い出の戸ルパム---18

校
1
1
4
年
対
象
、
責
任
者
同
伴
)
市

役
所
↓
大
徳
寺
↓
経
団
漁
港
↓
小
川
寺

(
光
学
坊
心
蓮
場
・
白
山
神
社
)
↓
歴
史

民
俗
資
料
館
↓
天
神
山
城
跡
↓
上
水
道

横
枕
滅
菌
室
↓
魚
津
城
代
大
音
主
馬
の

碑
↓
総
合
体
育
館
↓
魚
津
果
樹
分
場
↓

消
防
署
↓
万
灯
台
↓
埋
没
林
館
↓
市
役

所
(
反
省
会
)
解
散

⑧
コ
ー
ス
と
時
間
は
、
天
候
や
参
加

者
の
年
齢
な
ど
に
よ

っ
て
多
少
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、

一
般
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
申
込

み
多
数
の
コ
ー
ス
に

決
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

マ
実
施
日

一
般
コ
l
ス

5
月
初

日
附

・
6
月
M
日
附

・
9

月
9
日
附

・日
月
7
日
附

お
人
乗
り
四
回

文
化
財
A
コ

l
ス

7

月
初
日
附
お
人
乗
り
一
回

文
化
財
B
コ
l
ス

表紙・漆の中のモノ作り

緊急に職を探していますく市内に在住の方〉

蓄奪|議議|年齢|性別|委審|前歴|学歴

1 I喜重 158 1男 118万 1 1旧中

孟義 162 1男 18万|襲惇室 11日中

襲撃 163 1男 18万|一般事務|旧中|普通自動車

雑務 156 1男 115万|ま気車霊|旧中.

雑務 160 1男 110万|製悩工|旧中

雑務 161 1男いo万|土 工|高小|玉掛
木工 127 1男 115Jj 1家具工|高卒'

弱電 126 1男 19万|電気保全|風車

P~I 24 男 1 13 万 I~品晶玉|高卒|普通免許
1o I事務 126 1女 18万5千|事 務|短大|普通免許

11 1事務 119 1女 18万|事 務|高卒|隷持

12 1庖員 128 1女|侃千|庖 員|中卒|普通免許

13 1草作委145 1女 17万|掃 除|中卒|雪Ffh〉
14 1事務 119 1女 18万|事 務|高卒|間免恥惣

15 1事務 121 1女 18万|事 務|短大|珠算3級

16 1軽作業 134 1女 18万|加工工|中卒|普通免許

17 1軽悌 138 1女 17万5千|組立工|中卒ー

18 1雑役 151 1女 18万|掃 除|高小

19 1単労工 118 1女 18万|縫 製|中卒|普通免許

※くわしいことは、魚津公共職業安定所
〈宮24ー0365>へお間合わせください

8 

月
日
日
制
印
人
乗
り
一
回

マ
申
込
み
方
法

個
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き

に
住
所

・
氏
名
・
年
齢

・
職
業

・
電
話

番
号

・
希
望
コ
ー
ス
と
月
日
等
を
記
入

の
う
え
申
込
む
。

団
体
参
加
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話
番

号

・
参
加
団
体
名
な
ど
を
書
い
た
名
簿

を
提
出
し
て
申
込
む
。

マ
申
込
み
先
干
即

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
叩
番
1
号

魚
津
市
企
画
広
墾
至
(
内
線

2
3
8
)

マ
参
加
費
な
ど

参
加
費
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
昼
食

お
茶

・
筆
記
用
具
な
ど
は
各
自
持
参
す

る
こ
と
。
申
込
み
の
多
い
場
合
は
、
回

数
を
増
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

百午免

2 

6 

8 

4 

昭夫

苦から日本人は一年ガかりで米

を作り、百年かけて植林しだ木材

で300年も持つ家を建てる等「年」

を単位に暮らしてきましだが、生

活様式の変化で「時 ・分 ・秒」単

位となりその中で便利性のみガ優

先されてきましだガ、近来手造り

で作られだ-1固の暖か昧ある器ガ

見直しされつつある傾向には私共

職人も努力し、後継者を育て地場

産業のーっとして、伝統工芸の良

さを次の世代に残してゆくのが義

務ではないかと思っています。

地昧な作業のうちから漆で作ら

れる→固のう十椀、盆作りガ使いこ

なされる器として皆様万に家くご

愛用して頂ければと、日々励んで

いるのガ職人疋ちの一ページです。

(5) 

鷹休
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|資{麗jl
l後|定|
評
価
替
え
の
年
に
当
り
ま
す

の
え

府
民
越
口

仲
m
M
'
一
・
帥
川

区
b
・
勤
骨
造
凶
圃

今
呼

日
年
l

度
は
、
地
方
税
法
に
定
め
ら
れ

て
い
る
固
定
資
産
評
価
の
基
準
年
度
に

当
り
、
土
地

・
家
屋
な
ど
の
資
産
に
つ

い
て
、
三
年
に
一
度
の
評
価
替
え

(評

価
額
を
み
な
お
す
)
を
行
い
ま
し
た
。

算
定
方
法
に
つ
い
て
く
わ
し
く
記
載
し

た
用
紙
は
、
4
月
日
日
以
降
に
お
届
け

す
る
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
と
い
っ

し
ょ
に
、
同
封
し
て
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
固
定
資
産
が
ど
の
よ
う
に

評
価
替
え
さ
れ
た
か
、
そ
の
算
定
方
法

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

O
土
地
幻
年
度
の
地
方
税
法
改
正
は
、
評
価

替
え
に
伴
う
税
負
担
の
調
整
を
は
か
る

た
め
、
緩
和
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
、
そ
の

負
担
調
整
方
法
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
1
宅
地
等
に
係
る
負
担
調
整
措
置

昌
吉
司
令
混
同
諸

-思

惑

O
什
判
的
背
lー
I

l

l

i

-

-

-
1
〉

置
き
印
白
骨
雨
脚摂
津
鶏
捺
怠

什
「
汁
部
中

AI A AI AI A 
カf が がが が

一・ 一. トで 一区

倍超九をえ i主占品目J倍趨七をえ

詩fのsへ
一

封陰I下却筒をえ
{下以音

る も も の
2分

のも の の
も の
の

率短調塁負走
五 五

区

分

A
が

一
・
一
五
倍
以
下
の
も
の

A
が
一
・
=
五
倍
を
超
え
、

一
・
一
二
位
同
円
以

τ
l
m
w
十

U
m
w

A
が
一
・
三
倍
を
超
え
、

|
|
|
ト
ト
匝
陥
似
作
陥
.怜
-M
仰

A
が

一
・五
倍
を
超
え
る
も
の

O
負
担
調
整
率
と
は
毎
年
税
額
が
増
加

し
て
い
く
割
合
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

O
負
担
調
整
措
置
の
説
明

宅
地
等
に
例
を
と
れ
ば
、
日
年
度
の

課
税
標
準
額
に
対
し
、
幻
年
度
の
新
評

価
額
が
は
倍
以
下
の
と
き
は
、
日
年
度

の
課
税
標
準
額
の
1
割
増
が
、
幻
年
度

の
課
税
標
準
額
と
な
り
ま
す
。
以
下
同

様
に
、
は
倍
を
超
え
日
倍
以
下
の
と
き

は
日
割
増
、
日
倍
を
超
え
川
倍
以
下
の

と
き
は
2
割
増
、
リ
倍
を
超
え
け
倍
以

下
の
と
き
は
ね
割
増
、
け
倍
を
超
え
る

と
き
は
3
割
を
増
し
た
も
の
が
、
そ
れ

ぞ
れ
幻
年
度
の
課
税
標
準
額
と
な
り
ま

す
。
農
地
の
場
合
も
同
様
の
方
法
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
倍
数
に
該
当
す
る
率
を
増

し
て
課
税
標
準
額
と
し
ま
す
。
こ
の
額

に
税
率

(川
%
)
を
乗
じ
た
も
の
が
税

額
と
な
り
ま
す
。

O
家
屋
新
築
住
宅
で
床
面
積
が

ω肘
以
上
陥

肘
以
下
の
も
の
で
、
そ
の
う
ち

m
dを

3
年
間
、
中
台
困
層
耐
火
住
宅
で
一
区
画

削
ぽ
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
5
年

間
固
定
資
産
税
を
1τ
と
す
る
減
額
措
置

が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

在
来
の
建
物
の
評
価
額
は
、
近
年
建
築

さ
れ
た
建
物
の
評
価
額
と
に
、
大
き
な

格
差
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

mω
年
佐
尻
で

不
均
衡
を
是
正
し
ま
し
た
。
昭
和
お
年

建
築
か
ら
的
年
建
築
ま
で
の
建
物
を
、

木
造
建
で
2
割
、
非
木
造
建
日
割
増
に

評
価
替
え
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
評
価
替
え
に
つ
い
て
、
く
わ
し
い
こ

と
は
、
市
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
(⑫

2
2
0
0
内
線
2
2
8
番

。
市
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申

告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
は
・

日
年
分
市
民
税
の
申
告

・
所
得
税
の

確
定
申
告
の
期
限
内
受
付
は
、
3
月
日

日
で
終
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
申
告
書

を
提
出
し
た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど
の

た
め
に
、
申
告
し
た
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
方
は
、
そ
れ
を

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
民
税

の
申
告
で
例
え
ば
生
命
保
険
料
等
の
控

除
を
忘
れ
て
い
た
り
、
扶
養
者
を
見
落

し
て
い
た
り
、
医
療
費
の
領
収
書
が
申

告
後
に
見
つ
か
っ
た
り
し
た
方
が
あ
り

ま
し
た
ら
A
ユ
且
ぐ
市
税
務
課
へ
お
申
出

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
で
、
申
告
を
忘
れ

て
い
る
方
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
月
号
は
、
確

定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
の
訂
正

の
手
続
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し

ょ、っ。

〈
〉
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
納
め
た
税

金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還
付
を
受
け
た

税
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と

き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め
に
「修

正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
正

を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
す
る
ほ
う
が

有
利
で
す
。

〈
〉
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き
・

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
税
金
を
納

め
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
た
税

金
が
少
な
過
ぎ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る

期
間
は
、
申
告
期
限
か
ら
一
年
間
で
す

か
ら
、
日
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

に
つ
い
て
は
、
日
年
3
月
日
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
更
正
の
請
求
が
出
さ
れ
る

と
、
税
務
署
で
は
そ
の
内
容
を
検
討
し

て
、
そ
の
請
求
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
を
還
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
確
定
申
止
ロ
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、

申
告
期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
申
告
期
限
後
の

確
定
申
告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
っ

て
、
税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く

申
く
申
告
す
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。
そ

れ
は
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で

期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受
け

た
り
す
る
と
、
期
限
後
申
告
や
決
定
に

よ
っ
て
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
の

ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の
叩
%
の
無
申
告

加
算
税
が
か
か
る
か
ら
で
す
。
し
か
し

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
期
限
後

申
告
を
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
算
税

は
、
そ
の
税
額
の
5
%
で
済
み
ま
す
。

な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て
新
た

に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
金
は
、
申

告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
「
修
正
申
告
書
」
「
更
正
の

請
求
書
」
「
期
限
後
申
告
書
」
の
用
紙
は

各
々
税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か

ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
(
魚
津
税
務
署
)

(6) 

固定資産税

第1期分金め ん
納期限は制選灸契誌

4月30日宅援託銀会
までです。ヲ - ~Wゃ
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楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
場

魚
津
市
こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー
完
成

。
4
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
。

旧
水
族
館
跡
地
に
市
民
待
望
の
児
童

セ
ン
タ
ー
(
こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー
)

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
に
健

全
な
遊
び
を
あ
た
え
て
、
健
康
を
増
進

す
る
と
と
も
に
情
操
を
豊
か
に
す
る
た

め
、
個
別
的
、
集
団
的
な
指
導
を
行
う

児
童
厚
生
施
設
で
す
。

遠
く
造
か
に
立
山
連
峰
を
望
み
、
富

山
湾
の
潮
騒
を
間
近
に
聞
く
す
ぐ
れ
た

環
境
の
も
と
に
総
事
業
費
五
千
五
百
二

十
六
万
九
千
円
で
建
設
さ
れ
た
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
延
面
積
三
四
三

.
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
に
は
一
階

に
集
会
室
、
図
書
室
、
事
務
室
、
二
階

に
は
体
育
室
、
娯
楽
室
が
あ
り
、
遊
具

体
育
器
具
等
を
と
と
の
え
4
月
中
旬
ご

ろ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

児
童
・生
徒
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

児
童
を
中
心
と
し
た
地
域
活
動
に
大
い

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

L
児
童
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業

ω遊
び
の
集
団
的
及
び
個
別
的
指
導

ω体
育
増
進
の
た
め
の
「
体
育
ク
ラ

プ
」
の
開
設

ω留
守
家
庭
児
童
の
た
め
の
「
掌
量
一

ク
ラ
ブ
」
の
開
設

ω子
供
会
、
母
親
ク
ラ
ブ
等
地
域
組

織
活
動
の
助
長

ω児
童
福
祉
活
動
の
た
め
の
施
設
提

供

2
開
館
時
間

午
前
9
時
初
分
i
午
後
6
時

(
季
節
に
よ
っ
て
開
館
時
間
を
変
更

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。)

3
休
館
日
ω月
曜
日

ω国
民
の
祝
日
(
こ
ど
も
の
日
を
除

く
。)

ω年
末
、
年
始
(
ロ
月

m日
1
1
月

3
日
)

4
利
用
で
き
る
人

原
則
と
し
て
満
三
歳
以
上
の
幼
児

.
小
学
生

5
入
場
料
無
料

お
問
い
合
わ
せ
は
魚
津
市
こ
ぱ
と
児

童
セ
ン
タ
ー
岱
②

2
4
0
2
番
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

道
下
保
育
園
完
成

園
舎
の
老
朽
対
策
と
し
て
、
昨
年
8

月
か
ら
隣
接
す
る
道
下
公
園
内
に
総
工

事
業
費
一
億
六
千
四
百
二
十
一
万
二
千

円
を
か
け
工
事
を
進
め
て
い
た
道
下
保

育
園
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

3
月
お
日

し
ゅ
ん
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

同
保
育
園
は
、
定
員
一
五

O
名
で
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
延
八

九
六
、
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的

な
施
設
に
は
乳
児
室
、
保
育
室
、
遊
ぎ

室
、
給
食
室
等
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、

明
る
く
広
い
園
舎
と
公
園
の
め
ぐ
ま
れ

た
環
境
に
は
ぐ
く
ま
れ
子
供
た
ち
の
す

こ
や
か
な
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
ザ

F
 f覇軍雪量園

』、.、.

吉
島
保
育
園
完
成

昨
年
刊
月
か
ら
改
築
工
事
に
着
手
し

て
い
た
社
会
福
祉
法
人
吉
島
保
育
園
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
3
月
お
日
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
保
育
園
は
、
現
在
の
保
育
園
か
ら

五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
な
れ
た
天
神
寄

り
の
田
園
地
帯
に
総
工
事
費
一
億
四
千

三
百
八
十
万
円
を
か
け
建
設
さ
れ
、
定

員
一
二

O
名
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
二
階
建
延
七
四
六
、
七
二
五
平
方
メ

ー
ト
ル
の
園
舎
は
県
下
で
も
め
ず
ら
し

い
扇
形
に
な
っ
て
お
り
、
玄
関
を
要
と

し
て
乳
児
室
、
保
育
室
、
遊
ぎ
室
、
給

食
室
の
各
室
が
南
側
園
庭
へ
放
射
状
に

広
が
り
、
敷
地
を
効
率
的
に
活
用
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

ー一、目
市
民
大
学
講
座
〈
第

4
回〉

4
月
初
日
幽

午
後
6
時
代
目
分
1
8
時

ぬ
分
本
江
公
民
館

富
山
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
校

長

室

田

悼

教
育
学
シ
リ
ー
ズ

「
教
授
法
に
つ
い
て
の

基
本
問
題
」

日
名
(
先
着
順
無
料
)

富
山
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
魚
津
市
社
会
教
室
惟
進

会
議

婦
人
市
民
大
学
講
座

〈
第

4
回〉

と

き

講と

師ろ

テ
ー
マ

王定

催員

協

賛

4
月
辺
日
附

午
後
7
時

1
8時
初
分

村
木
公
民
館

富
山
職
業
訓
練
短
期
大

学
校

産
業
教
育
研究
室長

木
村
浩
一

テ
ー
マ
家
庭
整
同
シ
リ
ー
ズ

「
生
活
環
境
と
し
て
の

家
庭
L

日
名
(
先
着
順
無
料
)

富
山
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
魚
津
市
社
会
教
育
推
進

会
議

と

き

講と

師ろ

王定

催員

協

賛

(7) 
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春
の
農
作
業
運
動

機
械
作
業
は
慎
重
に

|

|
4
月
叩
日
出

1
5月
初
日
制
ま
で
|

|

マ
不
注
意
は
事
故
を
招
く

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
ち
ょ
っ

と
の
不
注
意
か
ら
起
っ
て
い
ま
す
。

機
械
は
年
々
高
性
能
、
大
型
化
し
て

お
り
、
事
故
を
起
さ
な
い
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
り
、
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

、っ。

う
ん

マ
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
転
機
の
作
業

L

整
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

2

ほ
場
へ
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
し
は

必
ず
口
l
タ
リ
を
止
め
、
ア
ユ
ミ
板

を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
操
作
し
ま
し
ょ

、つ。
3

農
道
の
走
行
は
、
路
肩
の
く
ず
れ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

4

耕
転
機
の
パ
ッ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
が

浮
き
上
が
り
大
変
危
険
で
す
か
ら
必

ず
低
速
で
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転

L

交
通
規
則
を
守
り
、
つ
ね
に
安
全

運
転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

2

荷
台
に
は
絶
対
人
を
乗
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
0

3

左
右
折
の
と
き
は
後
方
の
安
全
を

確
認
し
、
ゆ
っ
く
り
と
曲
り
ま
し
ょ

、っ。
マ
育
苗
器
の
使
用

L

育
苗
器
を
使
、
っ
と
き
は
必
ず
ア

l

ス
を
付
け
、
漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
付

け
ま
し
ょ
う
。

2

電
気
を
入
れ
て
い
る
と
き
は
素
足

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

A
V
農
作
業
標
準
料
金
.

.農作業標準料金 り農
適用期間 5..幻.4.1-5.58.3.31まま業農
で10アール当 η し委作

た員業
。会標

受聾
:z:;; 1'1" 

で金
次は
の
よ去
うる
に 3
決月
まの

区 分 襟準料(市金) 
57年

フクf 上
荒起し 5，800円

荒くり 2，800 

代かき 2，800 

言十 11 ，400 

回 植 機 5，800 

コンパイン 17，000 

6，500 

5，900 

「
国
土
緑
化
運
動
」

緑
を
大
切
に
し
、
豊
か
な
街
づ
く
り

を
目
指
し
て
、

4
月
幻
日
か
ら
お
日
ま

で
次
の
と
お
り
計
年
度
緑
化
週
間
事
業

を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
一
世
帯
一
本
を

目
標
に
緑
の
羽
根
募
金
や
一
市
民
一
本

植
樹
運
動
を
行
い
ま
す
。

ー
緑
化
週
間

l

第
一
日

4
月

n日
附
家
庭
緑
の
日

家
庭
内
に
お
け
る
緑
化

4
月
お
日
倒
山
の
緑
の
日

造
林
の
促
進

4
月
M
日
出
職
場
緑
の
日

積
極
的
に
公
共
施
設
、
工
場
、

事
業
所
周
囲
の
緑
化
に
つ
と

め
る
。
4
月
お
日
日
街
の
緑
の
日

公
園
、
道
路
、
広
場
、
境
内

等
の
緑
化
を
行
な
う
。

4
月
お
日
開
緑
愛
育
の
日

樹
木
の
保
育
、
森
林
火
災
の

防
止
、
野
生
鳥
獣
の
保
護
に

つ
と
め
る
。

第
二
日

第
三
日

第
四
日

第
五
日

第
六
日

4
月
幻
日

ω
学
校
緑
の
日

校
庭
の
美
化
、
学
校
林
の
愛

護
及
び
緑
化
思
想
の
高
揚
に

つ
と
め
る
。

4
月
お
日
制

記
念
植
樹
の

口
μ

富
山
県
植
樹
祭
(
氷
見
市
)

な
お
、
魚
津
市
緑
化
推
進
委
員
会
等

で
は
4
月

n日
闘
に
中
央
通
り
で
叩
時

初
分
か
ら
緑
化
木
の
無
償
街
頭
配
付
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
農
林
土
木
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
七
日

ヘ第

3
年
次
の
希
望
J

/
を
取
り
ま
と
め
中
、

市
で
は
、
市
全
体
の
一

O
、

一
五
九

凶
の
民
有
林
を
対
象
に
森
林
総
合
整
備

事
業
を
日
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
た
び
幻
年
度
(
第
3
年
次
)

の
希
望
申
込
み
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
植
栽
か
ら
保
育
に
い

た
る
一
貫
し
た
造
林
事
業
を
集
団
的
、

計
画
的
、
組
織
的
に
実
施
し
、
森
林
の

面
的
総
合
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
森
林
組
合
が
森
林
所
有
者

の
委
託
を
受
け
て
補
助
事
業
と
し
て
行

う
も
の
で
す
。

①
事
業
内
容
お
よ
び
採
択
基
準

-
造

林

事

業

〕

(
再
造
林

・
拡
大
造
林
)
一

・
保

育

事

業

↑

※

.
(下
刈

・
雪
起
し

・
除
間
伐
ピ

-
こ
れ
ら
に
付
帯
す
る
年
露
一

の

開

設

」

※
こ
の
事
業
は
森
林
所
有
者
の
皆

さ
ん
が
希
望
す
る
地
域
で

M
M以

上
の
ま
と
ま
り
が
あ
れ
ば
対
象
と

な
り
ま
す
。

②
補
助
さ
れ
る
率

各
事
業
と
も
場
所
等
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
、
お
お
む
ね
(
再
造
林
ω
i
臼

%
、
拡
大
造
林
お
%
)
保
育

(
M
W
j
ω

%
)
ぐ
ら
い
で
す
。

造
林
事
業
は
、
森
林
資
源
整
備
の
基

本
を
な
す
も
の
で
す
。
森
林
所
有
者
で

人
手
が
足
り
な
い
、
資
金
難
で
持
ち
山

の
手
入
れ
の
出
来
な
い
方
は
、
4
月
未

日
ま
で
に
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
事
業
の
内
容
、
希
望
申

込
み
の
方
法
等
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

こ
と
は
、
市
農
林
土
木
課
ま
た
は
、
森

林
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(宮
②
2
2
0
0
)

(8) 

農
用
地
利
用
計
画
の

変
更
(
農
振
除
外
)

日
、
同
年
度
で
見
直
し
を
行
っ

て
き
た
農
振
地
域
の
農
用
地
利
用

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
事
前

協
議
が
完
了
し
公
告
縦
覧
に
入
っ

て
い
ま
す
の
で
転
用
申
請
を
行
う

方
は
、
毎
月
初
日
ま
で
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
農
政
課

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宮
②
2
2
0
0内
線
2
8
3
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年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
日

日
で
す
。

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

四
月
か
ら
(
定
額
)
月
額
五
、
ニ
ニ

O
円
に

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

え
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
現
在
の
年

月
額
四
、
五
O
O円
で
し
た
が
、

4
月
か
金
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
保
険

ら
五
、
二
二

O
円
に
上
が
り
ま
す
。
料
(
定
額
)
は
月
額
九
、
0
0
0円
程

ま
た
、
付
加
年
金
保
険
料
は
、
現
行
度
の
負
担
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
お
り
四

O
O
円
の
ま
ま
で
す
が
、
定
加
入
者
の
急
激
な
負
担
増
を
さ
け
る
た

額
保
険
料
と
あ
わ
せ
る
と
1
か
月
に
つ
め
毎
年
若
干
づ
っ
引
き
上
げ
ら
れ
る
も

き
、
五
、
六
二

O
円
に
な
り
ま
す
。
の
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
制
度
も
う
ひ
と
つ
は
、
年
金
額
が
物
価
上

は
、老
齢
に
な
っ
た
り
、万
一
不
慮
の
事
昇
に
よ
っ
て
目
減
り
し
は
い
よ
う
に
「

故
に
あ
い
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
を
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が
と
り
入
れ
ら
れ
、

亡
く
し
母
子
世
帯
に
な
っ
た
り
し
た
場
昨
年
は
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
年
金
額

合
に
、
年
金
を
支
給
し
て
、
生
活
の
安
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

定
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
保
険
料
は
、
こ
う
い
う
こ
と
に
見
合

す

。

っ

て

引

き

上

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
ニ
つ
の
大

安
い
保
険
料
を
か
け
、
高
い
年
金
を

き
な
理
由

も
ら
う
こ
と
は
誰
も
が
望
む
と
こ
ろ
で

そ
の
ひ
と
つ
は
、
高
齢
化
社
会
が
急
す
が
、
急
速
に
進
む
、
高
齢
化
社
会
の

速
な
テ
ン
ポ
で
進
み
、
老
齢
年
金
や
通
中
で
年
金
を
受
け
る
方
は
ま
す
ま
す
増

算
老
齢
年
金
な
ど
の
年
金
受
給
者
が
ふ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
み
な
さ
ん
自

i

p

h

j

LY--i
h--一
身
も
将
来
年

l

;

ー

-

後

¥

ハ

シ

ス

リ

話
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圃
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ら
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d
u
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-
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円

…

一
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保
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一
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註

d
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刻
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納
の
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一
断

「

M
V米
総
綴
一
一
一
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一
湖
特
桝
ぷ

伽
…
も
国
民
年
金

〆

仲

長

・

・

白

根

間

山

内

年

忠

弘

…
が
健
全
で
あ

一
今

，

0・
メ

d
h
h
i
l
A，
日

割

(
削
(

…
る
よ
う
、
保

c

j

J'titi--…
険
料
引
き
上

げ
に
格
段
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

貯
年
度
の
納
付
書
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
同
年
申
民
分
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
今
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、

万
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
年
金
や
母

子
年
金
な
ど
も
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り

で
な
く
、
将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
老
後
生
活
の

支
え
が
失
わ
れ
ま
す
。

い
ま
一
度
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

も
し
、
未
納
な
ら
ば
、
月
末
ま
で
に
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

4
月
分
か

ら
翌
年
の
3
月
分
ま
で
を
一
括
し
て
前

納
で
き
ま
す
。

こ
う
す
る
と
、
3
か
月
ご
と
に
納
め

る
手
数
も
は
ぶ
け
ま
す
。
ま
た
、
分
納

な
ら
年
に
六
万
二
千
六
百
四
十
円
で
す

が
、
前
納
す
る
と
六
万
一
千
百
三
十
円

と
、
千
五
百
十
円
の
割
引
き
が
あ
り
ま

す。
な
お
、
付
加
保
険
料
と
定
額
保
険
料

を
一
緒
に
納
め
る
方
は
、
分
納
な
ら
、

年
に
六
万
七
千
四
百
四
十
円
で
す
が
、

前
納
す
る
と
六
万
五
千
八
百
十
円
と
、

千
六
百
三
十
円
の
割
引
き
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
前
納
し
た
方
が
、
会
社
な

ど
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
不
幸

に
し
て
途
中
死
亡
し
た
た
め
国
民
年
金

の
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
資

格
の
な
く
な
っ
た
月
以
降
の
保
険
料
は

還
付
さ
れ
ま
す
。

勤
め
を
や
め
た
ら

国
民
年
金
へ

ω歳
前
に
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職

し
た
方
は
、
そ
の
翌
日
に
、
国
民
年
金

へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
奥
さ
ん
が
ま
だ
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
な
け
れ
ば
、
ご
一
緒
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
に
は
、
ご
主
人
が
印
鑑
と
年
金

手
帳
(
ま
た
は
、
年
金
の
被
保
険
者
証
)

を
持
っ
て
、
市
役
所
の
国
民
年
金
係
へ

出
向
け
ば
、
簡
単
に
手
続
き
が
す
み
ま

す。
こ
う
す
る
と
、
今
ま
で
加
入
し
て
い

た
年
金
と
国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
が

つ
な
が
り
、
多
い
老
齢
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

も
し
、
こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年

金
を
受
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
方
の
場
合
は
、
掛
け
た
保
険
料
が

掛
け
捨
て
に
な
っ
て
、

一
生
後
悔
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
繰
り
上
げ

請
求
は
よ
く
考
え
て

ー
ー
ー減
額
は
生
涯
続
〈
|

|

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
(
通
算
老
齢

年
金
を
含
む
)
は
、
臼
歳
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、

ω歳
か
ら
臼
歳
ま
で

の
問
な
ら
、
い
つ
で
も
、
希
望
す
る
と

き
か
ら
繰
り
上
げ
で
支
給
を
受
け
る
道

が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
年
金
額
は
、
本
来

日
歳
か
ら
受
け
る
額
に
く
ら
べ
て
最
低

日
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
最
高
位
パ
ー
セ
ン

ト
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
減
額
は
生

涯
続
き
ま
す
し
、
一
た
ん
繰
り
上
げ
支

給
を
希
望
す
る
と
取
り
消
し
は
で
き
ま

せ
ん
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

繰り上げ支給率

65歳で受ける

受給時の年齢 べき年金額に

対する支給率

60歳以上61歳未満 58% 

61歳以上62歳未満 65% 

62歳以上63歳未満 72% 

63歳以上64歳未満 80% 

64歳以上65歳未満 89% 

(9) 
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
日
年
度
に
、

作
り
の
た
め
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
す
。
被
保
険
者
の
健
康

企
家
庭
訪
問
指
導

昨
年
に
引
き
続
き
、
6
名
の
保
健
指

導
員
が
、
各
家
庭
を
訪
問
し
て
、
主
治

医
の
指
示
に
従
い
、
積
極
的
な
保
健
指

導
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

〈〉

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
健
康

作
り
の
一
環
と
し
て
、
病
気
の
早
期
発

見

・
早
期
治
療
の
た
め
に
循
環
器
疾
患

.悪
性
新
生
物
の
検
査
な
ど
を
中
心
と
し

た
、

一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま

す。
対
象
は
、
年
齢

ω歳
か
ら
必
歳
ま
で

の
方
で
、
一
年
以
上
国
保
の
資
格
が
あ

る
方
。早寝早起.グ

元気で体操を.グ

千
円
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
せ
い
ぜ
い
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。
本
人
負
担
は
、
七
千
円

の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
医
療
費
通
知

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
ω
年
中
に
、
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
で

支
払
い
し
た
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま

す。。
広
報
活
動

毎
月
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知

ら
せ
や
、
疾
病
の
予
防
方
法
、
病
気
の

知
識
な
ど
を
広
報
を
通
じ
て
、
お
知
ら

》

せ
し
ま
す
。

〈〉
踏
竹
の
配
布

現
在
の
生
活
で
、
歩
く
こ
と
が
著
し

く
減
少
し
て
い
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
全

身
の
バ
ラ
ン
ス
訓
練
に
も
な
り
、
同
時

に
心
臓
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

歩
く
の
と
同
じ
ほ
ど
効
果
、
が
あ
る
の

が
踏
竹
運
動
で
す
。

今
年
は
踏
竹
四

O
O本
を
作
り
、
配

布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
、
保
健
指
導
員
か
、
市
民
課
国
保
係

ま
で
申
込
ん
で
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
配
布
は
5
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
?

。
⑧
〉
⑨

の
保
険
証

旅
行
や
仕
事
で
長
期
に
わ
た
り
家
を

離
れ
る
と
き
に
は
、
⑮
の
保
険
証
を
発

行
し
ま
す
。
ま
た
修
学
の
た
め
に
家
族

と
離
れ
て
生
活
す
る
学
生
に
は
、
⑧
の

保
険
証
を
発
行
し
ま
す
。
い
づ
れ
も
家

族
の
保
険
証
と
ハ
ン
コ
を
持
っ
て
、
市

4
月
の
健
康
メ
モ

ラ
ン
ニ
ン
グ
健
康
法

走
る
、
歩
く
と
い
う
足
を
使
う
最

も
原
始
的
な
運
動
が
、
健
康
法
の
基

J

礎
に
な
り
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
よ
う
に
記
録
に
挑
戦
す
る
の

で
は
な
く
、
長
く
元
気
に
暮
ら
せ
る

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
の
で
、

全
身
に
十
分
に
血
液
が
流
れ
て
い
く

よ
う
身
体
や
手
足
を
大
き
く
ふ
っ
て

民
課
窓
口
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。

O
保
険
証
の
再
発
行

保
険
証
を
紛
失
し
た
り
破
い
た
り
し

た
場
合
は
、
市
民
課
国
保
係
ま
で
申
出

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
(
自
動
車
免
許
証
等
)
と

ハ
ン
コ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
新
し
い
保
険
証
を
発
行
し
ま

す
。
身
分
を
証
明
す
る
も
の
の
提
示
が

な
い
時
は
、
世
帯
主
へ
郵
送
し
ま
す
の

で
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

-
お
知
ら
せ
.

国
保
で
は
、
本
年
3
月
1
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
か
ら
、
そ
の
助
産
費
が

十
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

走
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
始
め
る
前
に
、
必
ず
健
康
診
断
を

う
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
体
調
の
悪

い
日
は
や
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

で
き
れ
ば
単
独
で
走
ら
ず
、
二
人
並

ん
で
走
る
こ
と
。
そ
し
て
走
っ
て
い

る
間
も
話
し
合
え
る
程
度
の
速
さ
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

内ょ 現金 官製 、、、 一ー 10円 40円 60円 200円
封筒 葉書 レター 切手 切手 切手 切手

1，500 10 3 7 2 13 
セ ッ ト

2，000 10 4 10 15 2 
セ ッ ト

3，000 10 4 10 25 4 
セ yト

局
で
は
、
こ
の
程
お
客
さ
ま
の

ご
要
望
に
こ
た
え
、
「
お
た
よ
り
セ

ッ
ト
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
日
ご
ろ
た
よ
り
を
出
せ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
な
が
ら
切
手
、
葉
書

等
が
手
元
に
な
い
た
め
不
便
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
作
製

し
た
も
の
で
す
。

セ
ッ
ト
は
、

一
五

O
O円
、
二

0
0
0円
、
三
O
O
O円
の
三
種

類
で
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

魚
津
郵
便
局

。。
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aaル
砲
の

第
2
回
健
康
魚
津

霊
気
楼
口
l
ド
レ

l
ス

大
会
コ

l
ス

第
2
回
健
康
魚
津
唇
気

楼
ロ

l
ド
レ
ー
ス
大
会
の

開
催
に
あ
た
っ
て
、
次
に

よ
り
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
句

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
逢
恐

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
選
手
に
対
す
る

暖
か
い
ご
声
援
と
ご
配
慮

を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
句

H
交
通
規
制
H

マ

と

き

4
月
お
日
日

雨
天
決
行

交
通
規
制
・
・
....
 

午
前
日
時
i
午

後
1
時
ま
で

マ
ス
タ
ー
ト

m
M
の
部

時
間

:
:
:
叩
時
初
分

m
M
の
部

.•
•• 
日
時

ω分

マ
ス
タ
ー
ト
場
所

水
族
館
前

マ
コ

l
ス

コ

l
ス
図
の

と
お
り

津大会

昨
年
の
国
際
大
会
(
全
日

本
女
子
対
キ
ュ
ー
バ
女
子
)

に
引
き
続
き
、
き
た
る

5
月

刊
日
附
午
後
6
時
か
ら
市
総

合
体
育
館
に
お
い
て
、
日
本
女
子
(
チ

ー
ム
名
未
定
)
対
韓
国
女
子
の
、
百
国

際
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合
魚
津
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

日
年
度
魚
津
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
総
合
結
図
式

き
た
る
4
月
日
日
同
午
前
日
時
か
ら

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
(
雨
天
の
場
合
、
総

合
体
育
館
)
に
お
い
て
、
一
、
六

O
O名

余
り
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が
集
い
、

総
合
結
図
式
を
行
い
ま
す
。

学
校
体
育
施
設
の
開
放
始
ま
る

例
年
実
施
し
て
い
る
各
小
中
学
校
の

夜
間
開
放
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
と
し
て
、
積
極
的
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

・
東
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

4
月
日
日

ωか
ら
(
火
曜
日
j
土
曜

日
)
月
曜
日
ご
と
に
体
育
課
で
受
付
、

た
だ
し
4
月
日
日
か
ら
の
利
用
申
込

は
4
月
5
日
に
受
付

・
そ
の
他
の
小
中
学
校
体
育
館

4
月
ロ
日
開
か
ら
。
当
該
地
区
の
体

育
振
興
会
へ

県
立
魚
津
工
業
高
校
の
体
育
施
設
の

開
放
も
幻
年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
決
定
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

幻
年
度
魚
津
市
婦
人

リ
ズ
ム
体
操
教
室
開
催

婦
人
の
運
動
不
足
解
消
と
、
体
力
増

強
に
前
期
リ
ズ
ム
体
操
教
室
を
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
午
前
の
部
〉

マ

と

き

4
月
9
日
幽
よ
り
毎
週
金

曜
日
、
計
時
回
コ

l
ス

午
前
日
時
1
日
時
初
分
ま
で

員
印
名
(
先
着
順
)

マ
{
疋

...全日本女子対キューパ女子

〈
夜
間
の
部
〉

マ

と

き

4
月
7
日
制
よ
り
毎
週
水

曜
日
。
計
日
回
コ
ー
ス

午
後
7
時
初
分
i
9
時
ま
で

マ
定
員
印
名
(
先
着
順
)

共
通
事
項

・
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

・
対

象

者

婦

人

・
受
講
料
一
教
室
六
八

O
円
(
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
料
)

・
申
込
み
先
市
総
合
体
育
館
ま
で

受
講
料
を
添
え
て
申
込
み
く

だ
さ
い
。

宮
②

1
2
6
3

4
月
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
よ
み

25 ヵ、 12 11 と
日 ら日 日
(日) 伺) (日) き

1 楼盛気 第

施詰誼開全台 霊校e5芋育7 hE 式 年揖喜少田団 魚津市f スソ
骨子ス 2

会大 ロレドl鹿憧魚樟国
事

名

タトi 聾貧水前富
桂体基設 市本学内

、:/' ~口1= 
と

ド回
グ 」ー，

フ
ろス ウ

ー

5
月
の
歩
ニ
う
会
|

5
月
の
歩
こ
う
会
は
、
9
日
目
に
東

城
方
面
へ
山
菜
取
り
に
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
発
の
パ
ス

で
東
城
口
ま
で
行
き
、
前
東
城
|
山
|

奥
東
城
と
山
菜
を
取
り
な
が
ら
歩
き
、

東
城
口
で
解
散
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
7
時

ω分
ま
で
に

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

〈
畳
食
持
参
〉

。1)



昭和57年4月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

中
小
企
業
者
の

み
砲
さ
ん
へ

H

知
っ
て
お
き
た
い
制
度
の
い
ろ
い
ろ
そ
の
@

。
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制
度

中
小
企
業
が
、
新
し
い
能
率
の
よ
い

機
械
を
設
置
し
、
設
備
の
近
代
化
を
は

か
る
た
め
に
、
国
と
県
が
協
力
し
て
、

設
備
資
金
の
二
分
の
一

を
一
定
の
業
種

の
中
小
企
業
者
に
無
利
子
で
貸
付
け
よ

う
と
す
る
の
が
設
備
近
代
化
資
金
の
貸

付
制
度
で
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
句

ω貸
付
け
の
対
象

中
小
企
業
者
(
原
則
と
し
て
従
業
員

一
O
O人
以
下
の
企
業
)
で
あ
っ
て
、

毎
年
度
通
産
大
臣
が
指
定
す
る
業
種

(
昭
和
問
年
度
お
業
種
)
が
対
象
で
す
。

ω対
象
と
な
る
設
備

通
産
大
臣
が
業
種
別
に
定
め
る
設
備

お
よ
び
地
方
産
業
振
興
業
種
に
関
す
る

設
備
で
、
性
能
が
優
秀
で
あ
り
、
か
っ

新
品
で
あ
る
こ
と
等
の
条
件
を
満
た
す

も
の
で
す
。

ω貸
付
け
の
条
件

一
企
業
あ
た
り
の
貸
付
金
額
は
、
原

則
と
し
て
ニ
O
万
円
i
一、ニ

O
O万
円

ま
で
で
、
貸
付
率
は
所
要
資
金
の
vnで

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
金
で
四
O

万
円
1
二
、
四
O
O万
円
ま
で
の
設
備
に

つ
い
て
、
貸
付
け
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

金
利
は
無
利
子
で
、
償
還
期
間
は
五
年

(
う
ち
据
置
一
年
)
で
、
年
賦
ま
た
は
半

年
賦
償
還
で
す
。

。
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度

前
述
の
設
備
近
代
化
の
貸
付
制
度
は
、

無
利
子
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
魅
力
的
な

制
度
で
す
が
、
貸
付
資
金
が
設
備
資
金

の
半
額
で
す
か
ら
、
残
り
は
中
小
企
業

者
が
自
己
調
達
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

小
規
模
企
業
に
と
っ
て
は
、
資
金

調
達
力
の
弱
さ
か
ら
、
な
か
な
か
む
ず

か
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ど
う
い
う
設
備

を
と
り
入
れ
る
か
も
問
題
と
な
り
ま
丈

そ
こ
で
よ中
小
企
業
者
の
代
わ
り
に
国

・

県
が
近
代
化
の
た
め
の
機
械
を
購
入
し

て
、
こ
れ
を
貸
与
す
る
の
が
本
制
度
で
え

ω貸
与
の
対
象

原
則
と
し
て
、
従
業
貝
か
ニ
O
人
(
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
)
以
下
の
小

規
模
企
業
半
句
業
種
は
前
述
の
設
備
近

代
化
資
金
と
同
様
で
す
。

ω対
象
設
備

設
備
近
代
化
資
金
の
場
合
と
同
じ
で

す
が
、
貸
与
す
る
設
備
の
一
企
業
あ
た

り
の
合
計
額
は
、
二

O
万
円
i
一、
五
O

O
万
円
で
す
。

ω貸
与
の
条
件
等

貸
与
期
間
は
四
年
六
か
月
以
内
で
す
。

こ
の
期
間
内
に
貸
与
料
(
五
%
)
、
お
よ

みず で 制 は 分をぴ
マま、こ説 度設 月支の支保
としぜの明の 備 賦払も払証
よひ際会く 近 償いのう金

午きう 、、 をわ 代 還はとと 3
後 。一利開し 化 で 、な 告
1 57 度用催い 資 す年り貸 Z;
時年 説のしこ 金 。賦ま与 31
30 4 明有まと 貸 ・ すさ竺
分月 会無すは 付 半。れス
I 13 にに。 、、 年た》
3 日 出か次 設 賦吾凡 m

会所時(刈 席か の 備 、 講習
警 30 しわ要 貸 ま はヨ額分 てら領 与 た自)

あなたの家でも「家庭の日」を.ゲ 時;far見意
し害み屋しち せ丞

をすすめましょう。 まな捨外ま青 た年
現在、ほとんどの県が第 3日曜日を し雑てにす少 f に
「家庭の日」としていますが、毎日がそう 1議5子ぷ主 主
なれば、それにこしたことはありません 。はまと人成 い
ので、次の例を参考にしながら、あなた 「い誰五む魚 雑

の家の「家庭の日」を創り戸してみトら 白まかき津 誌
ー ー いすがの市 建

いかがでしょう。f-。持新民 実員

・家族そろって話し合う。 子青ち開会 は

・家族そろって夕食をともにする ~少去 ・ 議
・家庭の仕事(家事 ・家業)を分担し

協力する 0

・家族そろってゲームを楽しむ 0

・家族そろって野外に出かける 0

・家族そろって読書に親しむ。

・家族の誕生日を祝う。

・家庭の中で挨拶を交わフ。

・家族そろって、次のような地域行事

に参加する。(親子スポーツ大会 ・親

子討論会 ・地域美化・ 花いっぱし 3運

動 ・公民館等の各種行事 ・地域の伝

統行事) 青少年育成魚津市民会議

5
月
日
日
ま
で
に

申
告
・
納
付
し
ま
し
ょ
う

労
働
保
険
の
幻
年
度
概
算
保
険
料
と

日
年
度
の
確
定
保
険
料
の
申
告

・
納
付

を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
皆
さ
ん
が
自
ら
保
険
料

を
算
定
し
、
申
告
書
に
接
続
さ
れ
て
い

る
納
付
書
を
切
り
離
す
こ
と
な
く
、
銀

行
、
ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口
で
保
険
料

を
添
え
て
申
告
、
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
別
途
送

付
さ
れ
た
「
労
働
保
険
料
申
告
書
」
を

作
成
の
う
え
、

5
月
日
日
ま
で
に
手
続

を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
労
働
基
準

監
督
署
、
ま
た
は
魚
津
公
共
職
業
安
定

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(12) 

マ
設
置
場
所
西
魚
津
駅

・
電
鉄
魚
津

駅

・
経
団
駅

・
市
民
会
館

マ

寄

贈

団

体

魚

津

駅

・
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
魚
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
魚
津
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

.
富
山
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社

マ
設
置
管
理青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

青少年の非行や家出等の原因は、大なり小

なりほとんど家庭問題とかかわりがあるよう

に、青少年を育てるうえで最も重要な基盤と

なるのは、いうまでもなく家庭です。そのた

め、健全な家庭づくりをめざして、全国的に

「家庭の日」運動がすすめられています。

「家庭の日」は、それぞれの家庭の状況に合

わせて、子どもに期待するような生き方を、

まず親自身が実践する目、子どもとの対話の

中から、子どもの自立を促し、自主性を育て

るような意図的な教育をすすめる目 、明るい

家庭づくりのために家族みんなが協力する日

です。あなたの家庭でも、ぜひ、「家庭の日」



般
部
門
と
同
じ
)

マ
経
費
(
本
人
負
担
)
約
日
万
5
千
円

(
総
必
要
経
費
の
ーす
)

マ
募
集
期
間
一
般
部
門
・農
業
部
門
、

い
ず
れ
も
、
幻
年
4
月
刊
日
か
ら
4

月
初
日
ま
で

※
一
般
部
門
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、
障
害

の
程
度
が
1
1
3
級
と
判
定
さ
れ
た

方
の
う
ち
、
食
事

・
衣
服
の
脱
着

・

用
便
が
自
力
で
で
き
る
方
も
県
内
で

叩
名
程
度
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
(
内
線

3
0
8
)

お
母
さ
ん
が
作
る
園
児
の
パ
ッ
ク

文
化
出
版
局

子
ど
も
の
た
め
の
刺
し
ゅ
う

日
本
ヴ
ォ

l
グ
社

幼
稚
園
の
お
ベ
ん
と
つ

主
婦
の
友
社
編

・3月の
リ
ク
エ
ス
ト
・ベ
ス
ト

5

・
第
位
回
富
山
県
青
年
海
外
派
遣

〈
明
日
を
拓
く
青
年
の
船
〉
団
員
募
集

。
農
業
部
門

マ
訪
問
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
(
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
)
・
カ
ナ
ダ

マ
派
遣
期
間

町
年
刊
月
中
旬
か
ら
幻

日
間

マ
応
募
人
員
魚
津
市
男
子
1
名

マ
応
募
資
格
初
歳
以
上
お
歳
未
満
の

男
子
(
昭
和
辺
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
幻
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た

方
)
で
農
業
に
従
事
す
る
方
、
ま
た

は
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
農
業
団
体

に
勤
務
し
て
い
る
方
。
(
そ
の
他
、
一

t
o一
般
部
門

誌
マ
訪
問
国
中
華
人
民
共
和
国
(
大
蓮

市

・
寵
陽
市

・
天
津
市

・
北
京
市
)

マ
派
遣
期
間

幻
年
9
月
下
旬
か
ら
げ

日
間

マ
応
募
人
員

-
姥
ざ
か
り

2

窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

3

吉
里
吉
里
人

4

本
覚
坊
遺
文

5

大
河
の
一
滴

魚
津
市

男
子
6
名

女
子
3
名

ト
マ
応
募
資
格
日
本
の
国
籍
を
有
し
、

?

富
山
県
に
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住

一
す
る
初
歳
以
上
初
歳
未
満
の
男
女

?
(
昭
和
幻
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
幻

一

年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
)

?
で
身
体
強
健
で
協
調
性
に
富
み
、
帰

一
国
後
も
職
場
・地
域
・青
少
年
団
体
等

?
で
派
遣
の
成
果
を
生
か
し
中
堅
青
年

一
と
し
て
積
極
的
な
活
動
が
で
き
る
方
o

-

欠

格

者

は

、
固
ま
た
は
地
方
公
共

一
団
体
で
行
っ
た
事
業
に
参
加
し
て
海

?
外
渡
航
し
た
方

・
大
学
生

・
高
等
専

川
柳
教
室
の
ご
案
内

心
門
学
校
に
在
学
中
の
方
。

・
と

き

4
月
刊
日
出
や
マ
経
費
(
本
人
負
担
)
約
叩
万
円
(
総

午
後
1
時
ぬ
分
i
4
時
間
必
要
経
費
の
1

一6
)

・
と
こ
ろ
市
立
図
書
館

・
課
題
「
い
の
ち
」
・「雑
詠
」

・
講
師
木
村
喜
見
城
先
生

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

本
と
の
出
合
い
、
ゆ
た
か
な
人
生
・
:
①

ー
お
か
あ
さ
ん
に

お
す
す
め
す
る
本
@
|

砂
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

4
月
の
お
し
ら
せ

5
日
側
お
は
な
し

ふ
し
ぎ
な
が
ち
ょ
う

叩
日
伺
え
い
が

へ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

l
テ
ル
・

お
や
ゆ
び
姫

3
じ
ぬ
ぷ
ん
か
ら
、
と
し
よ
か

ん
視
聴
覚
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

入
学
・進
学
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
新
し
い
年
度
に
夢
を
胸

い
っ
ぱ
い
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

今
月
は
、
お
か
あ
さ
ん
に
お
す
す
め

す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

や
る
気
を
育
て
る

吉
岡
た
す
く

親
の
知
ら
な
い
子
ど
も
の
悩
み
遠
藤
豊
吉

ど
ぎ
ま
ぎ
性
教
育

俵

蔚

子

三
分
間
説
教

三
好
京
三

こ
ん
な
親
に
は
な
り
た
く
な
い
川
上
源
太
郎

子
ど
も
か
ら
み
た
親
の
条
件田
村
健
二

マ
マ
ニ
う
し
て
欲
し
い
の毎
日
新
聞
社
編

子
ど
も
の
食
事
と
健
康

近
藤
と
し
子

血
液
型
で
わ
か
る
幼
児
の
し
つ
け

鈴

木

芳

正

ジ
ョ

l
リ
l
博
士
の
-
』
ど
も
学

ヒ
ユ
|
・ジ
ョ

l
リ
l

第

2
回
富
山
県
婦
人
海
外
派
遣

〈
豊
か
な
郷
土
を
拓
く
婦
人
の
翼
〉
団
員
募
集

を
し
て
お
り
、
帰
国
後
は
、
研
修

の
成
果
を
広
く
婦
人
の
地
位
向
上

や
地
域
社
会
の
た
め
に
生
か
す
に

ふ
さ
わ
し
い
方
。

尚
、
申
込
み
に
あ
た
っ
て
側
字

詰
原
稿
用
紙
5
枚
程
度
の
小
論
文

(テ
i
マ
「
派
遣
国
で
何
を
学
び
、

そ
の
成
果
を
今
後
の
活
動
に
ど
う

生
か
す
か
」
を
提
出
す
る
こ
と
)
。

・
経
費
(
本
人
負
担
)
約
日
万
円

(
総
必
要
経
費
の
ーす
)

・
応
募
期
間
町
年
4
月
刊
日
1
4
月

初
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
内
線

3
0
8
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

・

ス
イ
ス
連
邦
共
和
国

町
年
9
月
上
旬
か
ら
ロ

日
間

-
派
遣
人
員
魚
津
市

1
名

-
派
遣
地
に
お
け
る
活
動
内
容
等

マ
地
域
社
会
づ
く
り
と
婦
人
の
参
画

マ
婦
人
と
消
費
活
動
の
実
態

マ
自
然
保
護
の
実
際

マ
訪
問
国
婦
人
と
の
交
流

・
交
歓
及

び
家
庭
訪
問

マ
文
化

・
福
祉

・
整
再
な
ど
の
各
種

施
設
の
視
察

・
見
学

・
参
加
資
格
等

マ
却
歳
以
上

ω歳
未
満
の
方

マ
地
域
や
団
体
等
で
指
導
的
な
活
動

-
派

遣

先

昭和57年 4月1日発行
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遣
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間
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ま
ず
1
ペ
ー
ジ

夢
と
感
動
が

そ
こ
か
ら

〈村
木
小
学
校
・北
喜
廓
記
子
〉

(13) 



あなたと市政をむすぷ 広報うおづ昭和57年4月1日発行

官|官|官|日lii

保健だより
(4周〉

問い合わせは ft22-2200
(内線 231)

内 f円~ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
4月 8日(村

13 : 00 -14 : 00 
22日(柑

8か月児健診 8か月児
9日幽

9:00-10:00 
5月 7日樹

1歳6か月児健診 55年9月生れの幼児 4月15日附 13:00-14:00 
魚津保健所

母親学級は、昼食を

54.3.16-3.31生れの幼児 7目。同 ご持参ください。
3歳児健診

54.4.1-4.15生れの幼児 21日。ω
13: 00 -14: 00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 16日働 9:30-16:00 

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 23日働 9 :00-12:00 

心の健康相談 一般市民 20日(刈 13: 30-15 :00 

健 康 相 談
松倉地区の方 19日(月)

13 :00-15 :00 
生活改善センター 血圧測定 ・相談

一般市民 20日(刈 市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図・診療

12日(月)
村木公民館

15日(柑
胃 検 号員必2岳、 一般市民

5月4日(刈
9:00-10:00 検診料 1，200円

12日レ同
大町公民館

4月26日(月) 村木公民館

婦人(子宮)検診 一般市民 5月4日(刈 13:00-14:00 
大町公民館

検診料 1，050円

12日(水)

婦人(乳房)検診 一般市民
4月26日(月)

13 : 00 -14 : 00 
村木公民館

検診料 1，100円
5月12日(水) 大町公民館

胃、婦人検診希望者は実施日 10日削まで市・生活環境課へ申込みください。

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週月・木曜日 9:30-11 :00 経団福祉会館

健 康 体 操 一般市民
毎週月・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館 体操の出来る服装の

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館 用意を願います。

毎週水曜日 13 : 00 -15 : 00 相ノ木公民館

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

-終含極第霊後4{了む月31期盟年歳)了児し1て=児日現でい3在回なま接、だい種接幼2極畿児的児も

13 : 00 -14 : 00 市民会館 -体温は自宅で計ってき

百日せき
第l回目第2回目第3回目 該当地区 てください。

大町、村木 -母子健康手帳、印かん

4月1日(渦 4月27日(刈 6月22日(刈 住吉、上中島 を持参ください。

予 ジフテリア - 21 = 12最過園回町~み接種固種按目 上野方、本江 疑接種できない幼児 | 

終歳おl 児をを桂で 終し接て3いる 松倉、片貝
1発熱、または心臓、じ
ん臓、肝臓疾患などの

破 イ第 風
・な3 初、た 04

接傷歳て児極風は児く
的~開
5
識始が
児
4月2日幽 4月30日幽 6月23日(柑 加積、道下、経団 ために治療している幼

防
天神、西布施 児。

(三種混合)
通合てリ九れアを受e劫確け回 町だ、二ジさ誼フい混. テ 受けなかった全地 2.接種前 1年以内に、け

6月29日(刈
区の方

いけんの症状を起こし
たことのある幼児。

接 13 : 30 -14 : 00 3過去において、こ町子|

へ3歳入り~っ会て5歳い児なてい¥幼施児で設はく最等だ 第 1回目 第 2回目
防接種により 、副反応

筈さ子 の 場へおい を起したことのある幼

種 日本脳炎

媛・・接初隔追t了レ、種加.後面で接接方円2種種翌法回接年==種初71• ~回回核接14種此日終間. 

5月 6日t対 5月13日〈対 松倉保育園 児。
4.その他、接種を行うこ

5月 7日幽 5月14日働 西道布下施保保育育園園 とが不適当と認められ
た幼児は接種できませ

5月10日(月) 5月17日(月) あけび・野方・本江保育園 んので注意してくだきし、。

麻しん 18か月 -36か月児 麻しん接種券は、 1歳 6か月児健診会場にて発行します。

、、
‘，，，
，

an--

a

・・・・・
，，，，‘‘
、
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ガ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進
行

し
ま
す
。
そ
し
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
症
状
が
あ
ら

わ
れ
た
と
き
は
、
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
そ
れ
に
は
何
と
い
っ
て
も
早
期
発
見

・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
、
一
年
に
一
回
は
ガ
ン
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
各
地
区
で
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
。
も
よ
り
の
検
診
会
場
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。特
に
、
婦
人
(
子
宮
)
ガ
ン
検
診
は
比
較
的
容
易

に
、
し
か
も
確
実
に
発
見
で
き
る
の
で
、
初
歳
を
過

ぎ
た
ら
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

婦
人
検
診
は
、
原
則
と
し
て
、
集
団
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
個
別
に
医
療
機
関
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
子
宮
ガ
ン
施
設
検
診
受
診
券
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
生
活
環
境
課
〈
内
線

2
3

1
〉
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
ガ
ン
を
予
防
す
る
ロ
か
条

ガ
ン
に
な
る
の
は
、
半
ば
人
間
の
運
命
と
考
え
る

人
々
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
毎
日
の
生
活
で

チ
ヨ
ツ
と
し
た
心
く
ば
り
を
す
れ
ば
、
ガ
ン
を
予
防

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

@
偏
食
し
な
い
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

す
る
。

@
同
じ
食
品
を
く
り
返
し
食
べ
な
い
。

@
食
べ
す
ぎ
な
い
。

。
深
酒
は
し
な
い
。

@
タ
バ
コ
は
ひ
か
え
め
に
す
る
。

@
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
A
・
c
-Eと
、
多
く
の
繊

維
質
を
と
る
。

@
塩
辛
い
も
の
、
熱
す
ぎ
る
も
の
を
ひ
か
え
る
。

@
ひ
ど
く
焦
げ
た
も
の
は
食
べ
な
い
。

@
か
び
の
は
え
た
も
の
は
食
べ
な
い
。

⑪
過
度
に
日
光
に
あ
た
ら
な
い
。

⑪
過
労
を
さ
け
る
。

@
身
体
を
清
潔
に
保
つ
。

こ
れ
ら
は
ガ
ン
を
予
防
す
る
た
め
の
ロ
か
条
で
す
。

春
の
防
犯
運
動
実
施

ー
ー

4
月

間

日

1
5
月

5
日
ー
ー

自載車置場
きちんと整列して量きましょi
歩道にはみだき16いよ告に量きましょ会
他人の迷惑になるよ五なことをし4.いζと.

魚津市

0

0

0

 

lr L ...... ---~一『

重
点
目
標

@
空
巣
、
自
転
車
盗
難
等
の
防
止

@
暴
力
、
進
恐
行
為
等
の
防
止

@
少
年
非
行
の
防
止

自
転
車
利
用
の
方
へ
お
願
い

@
自
転
車
に
は
登
録
と
カ
ギ
と
記
名
を

@
自
転
車
の
路
上
放
置
は
被
害
の
も
と

最
近
、
国
鉄
魚
津
駅
前
南
側
と
北
側

(
用
水
上
前
)
、
電
鉄
魚
津
駅
横
高
架

下
の
歩
道
上
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転

車
が
非
常
に
多
く
、
付
近
の
皆
さ
ん
や
、

歩
行
者
が
大
変
造
恐
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
通
勤

・
通
学
の
自
転
車
利
用
の

方
は
、
定
め
ら
れ
た
自
転
車
置
場
に
必

ず
置
い
て
く
だ
さ
い
。
今
後
、
歩
道
上

に
放
置
し
て
あ
る
自
転
車
は
、
撤
収
し

保
管
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
利

用
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
運
動
の
重
点
目
標

@
無
謀
運
転
の
防
止

@
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

@
自
転
車
安
全
利
用
の
促
進

。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
定
着
化

・
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
は
、
広
く
市
民
に
交
通
安

全
思
想
、
交
通
道
徳
を
普
及
徹
底
し
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
l
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

ー

ー

4
月
6
日
制
w
j
4
月
日
国
側
ーー

。

ス
ロ
ー
ガ
ン

自
転
車
も
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
l
を

。
運
動
期
間
中
の
行
事

・4月
6
日

ω

・
交
通
安
全
呼
び
か
け

国
鉄
魚
津
駅
前

・
電
鉄
魚
津
駅
前
で

通
勤

・
通
学
者
に
、
交
通
安
全
の
協

力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

-
4
月
6
日
ω
j
4
月
日
日
附

・
期
間
中
、
交
通
関
係
者
に
よ
る
街
頭

監
視
と
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

-
4
月
四
日
附
午
後
1
時

・
老
人
の
事
故
防
止
を
考
え
る
日
(
懇

談
会
)
本
江
公
民
館

老
人
を
対
象
に
交
通
安
全
に
つ

い
て

懇
談
会
を
開
催
し
、
腹
話
術

・
老
人

体
操

・
映
写
会
な
ど
を
行
う
。

-
4
月
刊
日
出

午
前
日
時

・
バ
イ
ク
安
全
運
転
の
日

国
道
八
号
線
大
光
寺

・
相
ノ
木
地
内

に
お
い
て
、
バ
イ
ク
利
用
者
に
対
し

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
点
検
調
査
と
着

用
要
請
を
行
う
。

-
4
月
刊
日

ω
午
後

・
原
付
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
教
室

魚
津
自
動
車
学
校

原
付
免
許
所
有
者
を
対
象
(
バ
イ
ク

利
用
者
)
に
正
し
い
乗
り
方
の
指
導

を
実
施

-
4
月
日
日
制
午
後
1
時
か
ら

・
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
推
進
市
民

大
会
、
新
金
屋
公
園
に
て
(
雨
天
の

場
合
は
市
役
所
大
会
議
室
)

市
民
の
参
加
を
得
て
、
市
民
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

-
4
月
日
日
嗣
午
後
3
時
ご
ろ
か
ら

.
自
転
車
の
安
全
指
導

大
町
小
学
校
講
堂
で
、
大
町
交
通
少

年
団
員
並
び
に
四
年
生
以
よ
の
生
徒
、

交
通
安
全
母
の
会
、

P
T
A
関
係
者

を
対
象
に
自
転
車
教
室
を
開
催

-
4
月
日
日
嗣
午
後
6
時
加
分
か
ら

.
自
転
車
安
全
点
検
調
査
及
び
指
導

新
金
屋
町
交
差
点
並
び
に
新
宿
交
差

点
の
二
か
所
で
無
灯
火
、
不
良
車
輔

に
対
し
指
導
と
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

。。
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⑧ 
市
で
は
、
必
年
か
ら
交
通
遺
児
の
た

め
の
福
祉
年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
4
月
1
日
現
在

で
、
市
内
に
居
住
す
る
義
務
教
育
終
了

魚
津
市
史
史
料
編
完
成

上
・
下
巻
と
も
に
配
本
開
始

-
し
尿
く
み
取
り
料
金
の
改
正

4
月
1
日
か
ら
、
し
尿
く
み
取
り
手

数
料
を
次
の
と
お
り
改
正
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
委
託
料
や
そ
の
他
の
経
費

が
増
大
し
た
た
め
で
す
。

な
に
と
ぞ
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

O
定
額
料
金

人
頭
割
一
人

月
額
一
一

O
円
が

一
三

O
円
に

O
従
量
料
金

日
リ
ッ
ト
ル
当
り

五
八
円
が

七
二
円
に

O
基
本
料
金

く
み
取
り
一
回
に
つ
き

三
O
O
円
が
四

O
O円
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
集
金
人
が
伺
っ
た
際
は
、
納

付
書
の
内
容
を
確
認
し
て
お
支
払
い
く

-
し
尿
く
み
取
り
集
金

委
託
者
の
一
部
変
更

次
の
区
域
の
し
尿
く
み
取
り
手
数
料

の
集
金
を
沼
田
藤
代
さ
ん
に
委
託
し
て

い
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
、
ロ
月

・

1
月
分
の
手
数
料
か
ら
、
吉
島
2
丁
目

ロ
番
お
号
吉
岡
喜
美
子
さ
ん
に
集
金

を
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

立
石

・
江
口

・
新
江
口

・
西
尾
崎
の

各
地
区

-
交
通
遺
児
福
祉
年
金
の

申
請
手
続
は
早
目
に

ー
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

く
わ
し
い
こ
と
は

だ
さ
い
。

3
月
号
広
報
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

前
の
児
童
と
幼
児
で
す
。
ま
だ
申
請
手

続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
市
生
活
環
境

課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
額
は
一
人
に
っ
さ
二
万
二
千
円

で、

5
月
5
日
の
「
子
供
の
日
」
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
生
活

環
境
課
(
内
線

2
3
2
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

喝
一
場

-
本
も
の
の
よ
さ
を
知
ろ
う

。
魚
津
漆
器
ま
つ
り
。

4
月
1
日
同
1
4
日
側
ま
で

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て

古
い
歴
史
と
伝
統
を
も
っ
魚
津
漆
器

の
よ
さ
を
皆
さ
ん
に
再
認
識
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
次
に
よ
り
魚
津
漆
器
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
に
は
漆
器

類
を
始
め
、
観
光
土
産
品
と
し
て
開
発

さ
れ
た
ミ
ニ
た
て
も
ん
な
ど
特
産
品
も

展
示
さ
れ
ま
す
。
即
売
も
同
時
に
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き
4
月
1
日
附
か
ら
4
日
間
ま
で

午
前
日
時
j
午
後
6
時
ぬ
分

マ
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
一
階
中
央
通
路

マ

主

催
魚
津
漆
器
特
産
品
開
発
販
売
促
進

協
議
会

-
事
故
の
な
い
秩
序
あ
る
遊
漁

を
/
遊
漁
者
の
皆
さ
ん
へ

昨
年
は
不
幸
に
も
、
漁
業
者
、
遊
漁

者
と
も
、
死
者
を
出
す
事
故
が
発
生
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
事
故
は
、
起
き
て

か
ら
で
は
防
げ
な
い
」
、
ご
く
あ
た
り
ま

え
の
標
語
で
す
が
、
家
族
や
周
り
の
人

々
の
悲
し
み
を
考
え
る
と
、
し
み
じ
み

と
し
た
実
感
の
あ
る
言
葉
で
す
。
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

漁
業
者
は
生
活
の
糧
と
し
て
漁
を
し

て
い
ま
す
。
遊
漁
者
は
、
漁
業
者
の
範

囲
を
侵
さ
な
い
で
、
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

-
定
置
網
の
周
辺
は
、
保
護
区
域
に

な
っ
て
い
ま
す
。
近
寄
っ
た
り
網
に

つ
な
、
か
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

2

漁
具
を
み
だ
り
に
持
ち
上
げ
て
、

魚
を
取
り
外
し
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

。。

く4月1日-11月30日〉

-歴史民俗資料館

く4月1日-11月30日〉

4月1日開館グ
-埋没林博物館

止

ま
き
餌
釣
り
、
引
き
釣
(
ト
ロ

ー
リ
ン
グ
)
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

4

操
業
中
の
漁
船
や
、
つ
け
場
に
は

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

5

夜
間
の
磯
釣
り
は
、
必
ず
二
人
以

上
で
出
漁
し
て
く
だ
さ
い
。

6

漁
港
や
船
揚
場
え
は
み
だ
り
に
船

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

7

空
カ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
を
人
が
見
て

い
な
い
か
ら
と
海
に
捨
て
な
い
で
く

だ
さ
い
。

8

魚
介
藻
類
を
み
だ
り
に
採
捕
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

3 
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昭和57年4月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

-
街
頭
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

き

4
月
げ
日
出

午
前
日
時
1
午
後
3
時
初
分

マ
と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
前

※
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

マ
と

-
日
年
度
前
期
技
能
検
定

次
の
要
領
に
よ
っ
て
技
能
検
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

魚3孝命O'~然魚族紹介65
すさ目

。
職
種
造
園
・鋳
造

・金
属
熱
処
理
・

機
械
加
工

・
放
電
加
工

・
金
属
プ

レ
ス
加
工

・
鉄
工

・
板
金
そ
の
情

。
受
検
申
請
書
の
受
付
幻
年
4
月
日

日
附
か
ら
4
月
初
日
開
ま
で

。
受
検
申
請
書
の
提
出
先
富
山
市
新

富
町
2
丁
目
4
番
幻
号
富
山
県

商
工
会
館
ビ
ル
5
階
富
山
県
職

業
能
力
開
発
協
会
(
県
職
能
協
)

O
そ
の
他
申
請
の
用
紙
は
、
県
職
能

協
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
商
工
会
議

所

・
商
工
会
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
の
職

業
訓
練
課
(
宮
汎
|
4
1
1
1、

内
線

5
3
2
)
ま
た
は
、
県
職
能

協

(
告
白
|
9
8
8
3
)
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
市
制
初
周
年
ス
テ
ッ
カ
ー

祝
魚
津
市
制
鈎
周
年
、
交
通
安
全
の

日本の中部以南に分布するガ、富山湾では冬か

ら春にかけて底引網や四つ手綱で大量に漁獲され

る。水深50-200mの砂泥底にすむ底生魚で、大
きな目をもち、戸ミ類や小魚を食べて生活する。

寿命は3年、成長すると25anに達し、産卵期の春
にはオ万個に及ぶ卵を産むという。身はやわらか

いので、干物や高級練製自の原料にされるが、家

庭では塩焼きや、すり島にすると良い。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
届
け
ま
す
か
ら
、
ご
家

庭
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

-
安
全
で
楽
し
い
「
鯉
の
ぼ
り
」
を

か
わ
い
い
お
子
さ
ま
や
、
お
孫
さ
ま

の
楽
し
い
「
鯉
の
ぼ
り
」
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
「
鯉
の
ぼ
り
」
の
ポ
ー
ル
を

た
て
る
と
き
は
、

0
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
と
こ
ろ
に
た

て
て
く
だ
さ
い
。

o金
属
製
ポ
l
ル
は
特
に
、
感
電
し
や

-
電
信
電
話
科
金

口
座
振
替
額
の
事
前
案
内

電
話
料
金
の
支
払
い
に
口
座
振
替
を

利
用
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
に
は
、
mω

年
3
月
分
の
電
話
料
金
か
ら
事
前
に
翌

月
分
の
請
求
金
額
を
当
月
分
の
「
領
収

証
書
」
と
あ
わ
せ
て
、
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
「
領
収
証
書
」

が
お
客
さ
ま
の
手
元
に
届
く
時
間
が
、

現
在
よ
り
二
週
間
程
度
遅
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
っ

て
い
な
い
お
客
さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
電
話
局
へ

宮

山
μ
|
2
0
0
0
番

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

今
月
の
L
P
G保
安
点
検
は
道
下
地

区
(
高
畠

・
本
新

・
釈
迦
堂

・
仏
田

・

北
中
)
で
実
施
し
ま
す
。
点
検
に
は
県

L
P
G協
会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン

タ
ー
-
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

B
M
l
5
3
4
0
 

「
よ
し
/
」

と
、

指
差
し
確
認
。

大沢好寛

匿名

匿名

加藤 伸本江新町

有沢武雄本町二丁目

小柳む ら新宿

飛世義雄川縁

高松正吉新角川二丁目

大島昭夫金浦町

匿 名本町二丁目

友田道治新角川二丁目

瑚排舎 A&A

大島伝四郎釈迦堂

富士グループ古島

代表伊東きみ子

越野芳枝火の宮町

かっぱえぴせん 300袋

浜田孫一新角川二丁目 5，291円

魚津警察署長 4，154円

石崎昭憲末広町 50，000円

水埜美紀子本江 1，000円

「愛の募金箱」大泉寺 11 ，372円

谷口成雄観音堂 7，296円

室山 朗中央通り二丁目 20，000円

明星幼稚園 10，000円

カトック教会所属

ボーイ ・ガールスカウト

里崎寛浅生

四家井修新角川二丁目

辻善次本江

60，000円

100，000円

30，000円

10，000円

※受付けの順番で掲載していますが、紙
面の都合で一部次の号以降になります。

りんご 30kg

中央通り二丁目 200，000円

10，000円

1，102円

20，000円

5，000円

3，000円

50，000円

50，000円

50，000円

10，000円

3，000円

8，790円

中古衣類 10点

一{女心。

。め
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市制30周年・思い出のアルバム

あなたと市政をむすぷ

今
年
は
魚
津
市
制
発
足
却
周
年
に
な

ド

V
『
山
は
富
士
、
花
は
桜
木
』

る
。
思
え
ば
早
い
よ
う
で
も
あ
る
が
、

叩

と
い
う
よ
う
に
、
日
本
を
代

こ
の
間
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
る

…

表
す
る
も
の
と
し
て
、
富
士

と
、
随
分
と
色
々
の
事
が
あ
り
、
街
も

向

山
と
桜
が
よ
く
と
り
あ
げ
ら

大
き
く
変
っ
た
も
の
で
あ
る
。

仰

れ
る
。
そ
れ
な
ら
、
魚
津
を

昭
和
お
年
の
秋
ご
ろ
で
あ
っ
た
と
思

山
代
表
す
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
人
に

う
。
今
の
国
道
八
号
線
の
路
線
が
発
表

指
よ
っ
て
意
見
は
ち
が
う
か
も
知
れ
な
い

さ
れ
、
魚
津
区
域
の
町
村
長
が
集
ま
つ

叩
が
、
編
集
子
は
次
の
二
つ
を
と
り
あ
げ

て
相
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
い

っ

そ

の

た

い

。

一
つ
は
、
千
古
の
昔
の
姿
を
今

こ
と
こ
の
際
合
併
し
て
、
事
業
の
促
進
に
伝
え
る
埋
没
林
で
あ
り
、
も
う
一
つ

を
は
か
る
べ
き
だ
と
い
う
事
に
な
り
、
は
、
天
下
の
奇
観
と
い
わ
れ
て
い
る
霊

幻
年
の
正
月
、
町
村
合
併
対
策
一
委
委
員
会

o

が

2出来
秀
た
。

長

伝

一

D

二二一一
に

時
の
魚
津
町
長
寺
田
太
吉
氏
を
中
心

~N盆
¥
ト
忌
急
、
加

に
、
各
町
村
長
や
議
会
の
正
副
議
長
が

逮

ニ

ヨ

¥

。弘、ー
¥
-
o
d
P
2
G

t

l

O

A

r

J

 

気
楼
で
あ
る
。
近
代
化
へ
の
波
に
あ
ら

わ
れ
、
大
き
く
変
貌
し
つ
〉
あ
る
魚
津

市
だ
が
、
埋
没
林

・
曇
気
楼
は
、
そ
の

変
遷
の
様
子
を
幾
千
年
も
の
長
き
に
わ

た
っ
て
見
届
け
つ
Y

け
て
き
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
物
い
わ
ぬ
埋
没
林

・
霊
気

楼
だ
が
、
ふ
と
語
り
か
け
て
み
た
い
衝

動
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。
と
き
は
4

月
、
行
く
春
を
惜
し
み
つ
¥
心
静
か

に
埋
没
林
館
等
を
訪
れ
て
み
ら
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

委
員
に
な
り
、
町
村
民
の
理
解
を
得
る

べ
く
努
力
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
部
道

下
村
の
強
い
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、
時
流

に
も
乗
り
、
美
事
4
月
1
日
市
政
発
足

と
な
っ
た
。

市
役
所
は
当
時
の
魚
津
町
役
場
に
あ

っ
た
が
、
あ
の
な
つ
か
し
い
建
物
も
今

は
な
く
、
そ
の
跡
は
現
在
の
県
の
総
合

庁
舎
と
な
っ
て
い
る
。
魚
津
市
誕
生
の

た
め
に
、
御
苦
労
な
さ
っ
た
多
く
の
先

輩
諸
氏
も
今
は
殆
ん
ど
故
人
と
な
ら
れ

た
。
た
ま
に
関
口
湘
一
氏
等
の
議
員
で
あ

ら
れ
た
方
々
の
お
顔
を
見
る
と
、
当
時

の
事
が
思
い
出
さ
れ
懐
旧
の
念
、
禁
じ

得
な
い
も
の
が
あ
る
。
謹
ん
で
感
謝
の

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

魚津市長

清河七良

編集子

。。印制/魚津田刷株式会社

園置彊圏盟・
人(前月対比)

24，074( + 4) 
25，980(-4) 

50，054( 0) 

13，208 
200.75km' 

7.9km 

編集/企画広報室

( 2月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


